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英
語
教
育
は
世
界
観
の
拡
大
・
豊
か
な
精
神
的
生
活
の
た
め

一
体
、
英
語
教
育
は

何
を
め
ざ
す
も
の
な
の

か
。
ヤ
フ
ケ
博
士
に
よ

れ
ば
、
英
語
を
学
ぶ
目

的
と
し
て
し
ば
し
ば
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
げ
ら
れ
る
が
、
シ
ュ

タ
イ
ナ
ー
学
校
で
は
、

そ
れ
も
考
慮
し
つ
つ
、

も
っ
と
大
き
な
こ
と
、

即
ち
一
人
ひ
と
り
の
生

き
方
を
支
え
る
「
世
界

観
」
の
拡
大
と
豊
か
な

「
精
神
的
生
活
」
の
享

受
を
そ
の
目
的
と
し
て

い
る
。
こ
の
地
球
上
で

私
た
ち
が
平
和
に
共
存
し
て
い
け
る
た
め
に
は
、
狭
い
見
方
・
考
え
方
で

は
な
く
、
広
い
世
界
観
を
持
ち
、
豊
か
な
精
神
的
生
活
を
一
人
ひ
と
り
が

営
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
英
語
を
学
ぶ
こ
と
は
、
そ
の
こ

と
に
極
め
て
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
。

リ
ズ
ム
や
身
振
り
等
を
取
り
入
れ
て
英
語
教
育
を

発
達
段
階
の
視
点
で
み
る
と
、
小
学
校
の
時
期
は
、
こ
ど
も
が
「
リ
ズ

ム
」
で
遊
び
、「
活
動
的
」
に
生
き
る
こ
と
を
最
も
強
く
欲
す
る
時
期
で

あ
る
。
ま
た
、
言
葉
そ
れ
自
体
は
リ
ズ
ム
性
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
英
語
教
育
は
、
リ
ズ
ム
を
存
分
に
取
り
入
れ
、
身
体
の
活
動
を
導
入

し
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
行
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
低
学
年
で

は
そ
れ
が
必
要
で
あ
り
、
重
要
で
あ
る
。
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
校
で
は
、
英

語
の
時
間
に
身
体
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
動
か
し
つ
つ
英
語
で
歌
っ
た
り
、
英

語
の
詩
な
ど
を
リ
ズ
ム
を
つ
け
て
口
に
出
し
て
学
ぶ
。
ま
た
、
活
動
的
な

ゲ
ー
ム
な
ど
も
取
り
入
れ
る
。
楽
し
さ
が
増
す
か
ら
で
あ
る
。
３
年
生
ま

で
は
、
聞
く
と
話
す
の
英
語
教
育
に
力
点
が
置
か
れ
、
文
字
や
文
章
の
読

み
書
き
は
一
切
し
な
い
。
そ
れ
が
は
じ
ま
る
の
は
４
年
生
以
降
で
あ
る
。

な
お
、
英
語
教
育
で
大
切
な
の
は
、
子
ど
も
と
教
師
と
の
信
頼
関
係
、

教
師
に
よ
る
な
ま
の
英
語
お
よ
び
翻
訳
な
し
の
英
語
教
育
で
あ
る
。
英
語

担
当
の
教
師
は
子
ど
も
か
ら
深
い
信
頼
を
得
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

教
師
の
人
格
の
表
現
と
し
て
の
な
ま
の
言
葉
を
大
切
に
す
る
が
ゆ
え
に
、

こ
の
学
校
で
は
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
の
使
用
は
不
可
。
授
業
で
は
翻
訳
は
行

わ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
子
ど
も
が
英
語
を
学
ぶ
の
と
同
様
の
方
法
で
、
英
語

を
学
ぶ
こ
と
が
小
学
校
で
は
重
要
視
さ
れ
る
。

目
か
ら
ウ
ロ
コ
―
参
加
者
の
感
想
―

今
回
の
講
演
に
対
し
て
、
聴
衆
の
多
く
か
ら
、
小
学
校
へ
の
英
語
教
育

導
入
の
意
義
と
そ
の
方
法
に
つ
い
て
根
本
的
な
こ
と
を
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が

落
ち
る
思
い
で
学
ん
だ
、
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

（
国
際
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
５
月
21
日
、
女
子
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
２
部
構
成
で
開
催
し
、
市
民
に
も
公
開
さ
れ
た
。
本
稿
は
第
１

部
の
報
告
で
あ
る
）

世
界
に
広
が
る
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
に
学
ぶ

今
か
ら
６
年
前
、
朝
日
新
聞
は
、
学
芸
欄
で
「
世
界
に
広
が
る
教
育
の

夢
」
と
の
見
出
し
で
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
を
大
き
く
取
り
上
げ
た
（
１

９
９
８
年
１
月
22
日
付
、
広
瀬
俊
雄
執
筆
）。
そ
れ
は
、
こ
の
教
育
が
不

登
校
、
い
じ
め
、
学
級
崩
壊
、
ゆ
と
り
教
育
、
学
力
向
上
、
小
学
校
へ
の

英
語
教
育
の
導
入
、
そ
の
他
の
多
く
の
問
題
を
抱
え
る
わ
が
国
の
教
育
界

に
解
決
の
手
が
か
り
を
提
供
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
世
界
57
カ
国
に
広
が
り
、
80
年
以
上
の
歴

史
を
持
ち
、
そ
の
適
切
さ
が
実
証
さ
れ
て
い
る
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
校
の
教

育
に
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
多
い
。
み
ず
み
ず
し
い
知
性
の
育
成
、
豊

か
な
芸
術
性
と
宗
教
性
、
個
性
と
国
際
性
を
支
え
と
す
る
こ
の
学
校
の
教

育
は
、
世
界
各
国
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
学
校
の
教
育
で
注

目
す
べ
き
も
の
の
一
つ
は
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
始
ま
る
２
カ
国
の
外
国

語
の
教
育
で
あ
る
。
こ
の
た
び
は
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
校
の
英

語
教
育
の
権
威
で
あ
る
ク
リ
ス
ト
フ
・
ヤ
フ
ケ
博
士
を
招
き
、
講
演
会
を

開
い
た
。
当
日
は
２
０
０
人
を
超
え
る
人
々
が
博
士
の
講
演
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
、
そ
の
学
校
の
見
事
な
英
語
教
育
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

英
語
教
育
は
い
つ
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
か

今
、
わ
が
国
で
は
、
小
学
校
へ
の
英
語
教
育
の
「
正
式
」
導
入
が
教
育

改
革
の
焦
点
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
が
、
何
学
年
か
ら
始
め
る
べ
き
か
、

そ
の
内
容
は
ど
う
す
べ
き
か
、
中
学
校
の
英
語
と
の
関
連
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
、
等
々
に
つ
い
て
明
確
な
答
は
何
一
つ
出
て
い
な
い
。

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
校
で
は
、
英
語
教
育
は
、
小
学
校
１
年
か
ら
始
め
る

の
が
最
適
と
の
明
確
な
考
え
で
、
こ
の
教
育
が
導
入
さ
れ
、
12
学
年
（
日

本
の
高
校
３
年
生
に
相
当
）
ま
で
一
貫
体
系
的
に
行
わ
れ
る
。
ヤ
フ
ケ
博

士
に
よ
れ
ば
、
英
語
教
育
を
小
学
校
一
年
か
ら
導
入
す
る
の
は
、
子
ど
も

の
「
発
達
段
階
」
か
ら
み
る
と
き
、
こ
の
学
年
が
外
国
語
の
習
得
開
始
に

最
も
ふ
さ
わ
し
い
能
力
を
も
つ
年
齢
だ
か
ら
で
あ
る
。
入
学
前
の
幼
児
期

に
英
語
教
育
を
始
め
行
う
の
は
よ
く
な
い
。
こ
の
時
期
は
母
国
語
の
教
育

だ
け
で
よ
い
。

女
子
大
学
現
代
社
会
学
部
国
際
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

小
学
校
の
英
語
教
育
は
な
ぜ
必
要
か
、

ど
う
あ
る
べ
き
か

―
ド
イ
ツ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
校
の
先
進
的
な
取
り
組
み
―

DOSHISHA
CLOSE UP

女
子
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授

広
瀬
　
俊
雄

講演者　クリストフ・ヤフケ博士
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７
月
16
日
に
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
午
前
・
午

後
あ
わ
せ
て
計
３
回
の
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
保
護
者
、
卒
業

生
、
一
般
の
方
々
な
ど
延
べ
２
４
０
０
人
の
出
席
が
あ
り
、
同
志
社
小
学

校
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

同
志
社
小
学
校
の
め
ざ
す
教
育

小
学
校
は
、
単
な
る
知
識
習
得
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
人
格
を
磨
き
、
形
成
し
、
人
間
力
を
高
め
る
場
で
あ
り
、

こ
ど
も
同
士
、
こ
ど
も
と
教
員
が
、
互
い
の
心
を
響
か
せ
共
鳴
し
合
い
、

も
の
ご
と
の
本
質
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
取
り
込
み
な
が
ら
学
ん
で
い
く

こ
と
が
学
習
活
動
の
基
本
的
な
営
み
で
あ
る
と
、
同
志
社
小
学
校
で
は
考

え
て
い
ま
す
。「
人
」「
自
然
」「
も
の
」
と
ふ
れ
合
う
体
験
活
動
や
、
多

様
な
文
化
的
活
動
の
中
で
、
知
的
好
奇
心
で
胸
を
い
っ
ぱ
い
に
膨
ら
ま
せ

な
が
ら
探
求
し
交
流
し
、
子
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に
学
び
を
深

め
広
げ
て
い
く
、
同
志
社
小
学
校
で
は
こ
の
様
な
教
育
を
め
ざ
し
ま
す
。

現
代
社
会
で
は
、ス
ピ
ー
ド
化
や
効
率
化
が
常
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
来
子
ど
も
は
、
様
々
な
体
験
を
通
し
て
そ
の
過
程
で
成
功
や

失
敗
を
経
験
し
、
一
見
無
駄
と
も
思
え
る
寄
り
道
や
道
草
を
も
含
め
た
体

験
を
重
ね
る
中
で
、
内
面
か
ら
成
長
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
長

過
程
で
は
無
駄
や
失
敗
、
道
草
と
い
っ
た
も
の
こ
そ
が
発
達
の
肥
や
し
と

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
同
志
社
小
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
が
内
側
か

ら
学
び
続
け
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
学
校
で
あ
り
、
当
た
り
前
の
こ
と
を

当
た
り
前
に
大
切
に
し
続
け
る
学
校
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
理
念
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

同
志
社
教
育
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
」「
自
由
主
義
」

「
国
際
主
義
」。
同
志
社
小
学
校
で
は
、
こ
れ
ら
の
理
念
に
基
づ
い
て
「
良

心
の
涵
養
」「
自
治
自
立
精
神
の
形
成
」「
国
際
人
の
育
成
」
を
教
育
理
念

と
し
て
い
ま
す
。

毎
日
の
礼
拝
と
宗
教
の
時
間

小
学
校
の
１
日
は
朝
の
礼
拝
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
毎
日
の
礼
拝
と
週

１
時
間
の
宗
教
の
時
間
を
通
し
て
、
こ
こ
ろ
豊
か
で
調
和
の
と
れ
た

同
志
社
小
学
校
の
め
ざ
す
教
育
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

DOSHISHA
CLOSE UP人

格
形
成
を
図
り
ま
す
。

真
の
国
際
人
と
な
る
た
め
に

毎
日
20
分
間
継
続
し
て
行
わ
れ
る
英
語
学
習
に
加
え
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

教
員
に
よ
る
英
語
授
業
。
ま
た
、
同
志
社
大
学
へ
の
留
学
生
と
の
交

流
を
通
し
て
、
多
様
な
文
化
を
理
解
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、
６
年
生
で
は
創
立
者
新
島
襄
が

学
ん
だ
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
へ
の
修
学
旅
行
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
学
ん

で
き
た
こ
と
を
実
践
し
ま
す
。

こ
と
ば
の
時
間

読
書
、
朗
読
・
暗
誦
、
書
き
綴
る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
む
時
間
と
し

て
、
毎
日
20
分
間
の
こ
と
ば
の
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
日
本
語
学
習
と
英
語
学
習
を
毎
日
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
の

ご
と
を
考
え
、
理
解
し
、
自
分
の
こ
と
ば
で
表
現
す
る
力
を
つ
け
、

国
際
社
会
で
通
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
て

い
き
ま
す
。

本
物
と
の
ふ
れ
あ
い

各
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
志
社
卒
業
生
や
同
志
社
大
学

の
学
生
か
ら
の
指
導
を
通
し
て
、「
本
物
」
に
ふ
れ
、
知
性
、
感
性

を
磨
く
時
間
と
し
て
「
同
志
社
タ
イ
ム
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

体
験
型
学
習

日
常
と
は
違
う
体
験
や
取
り
組
み
、
そ
の
過
程
で
の
成
功
や
失
敗
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
取
り
ま
す
。
各
学
年

で
一
つ
の
こ
と
に
取
り
組
む
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク
」
や
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
た
同
志
社
び
わ
こ
リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
宿
泊

体
験
学
習
な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
。

そ
の
他
学
校
生
活

給
食京

都
宝
ヶ
池
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
よ
る
給
食
を
実
施
し
ま
す
。
校
舎

内
に
調
理
室
、
配
膳
室
を
設
け
、
子
ど
も
が
調
理
風
景
を
見
、
音
を

聞
き
、
お
い
し
そ
う
な
に
お
い
が
漂
う
と
い
っ
た
五
感
で
味
わ
う
こ

と
の
で
き
る
給
食
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
科
室
が
ラ
ン
チ
ル

ー
ム
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
異
学
年

２
ク
ラ
ス
で
交
流
し
な
が
ら
楽
し
く
給
食
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

制
定
品

学
校
法
人
同
志
社
の
各
校
と
同
様
、
制
服
は
あ
り
ま
せ
ん
。
帆
布
製

の
通
学
か
ば
ん
、
体
操
服
、
上
靴
を
制
定
品
と
し
て
い
ま
す
。

校
歌童

謡
「
サ
ッ
ち
ゃ
ん
」「
い
ぬ
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
な
ど
の
作
曲
で

高
名
な
大
中
恩
先
生
に
作
曲
を
、
現
代
を
代
表
す
る
詩
人
で
あ
る
谷

川
俊
太
郎
先
生
に
作
詞
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

大
中
先
生
の
ご
尊
父
は
、「
椰
子
の
実
」
の
作
曲
で
有
名
な
同
志
社

出
身
の
作
曲
家
・
大
中
寅
二
先
生
で
、「
同
志
社
校
歌
」「
庭
上
の
一

寒
梅
」な
ど
同
志
社
ゆ
か
り
の
曲
を
作
曲
さ
れ
た
方
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
谷
川
俊
太
郎
先
生
の
ご
母
堂
が
同
志
社
女
学
校
出
身
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
同
志
社
ゆ
か
り
の
先
生
方
に
校
歌
を
お
作
り
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
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2006年度同志社小学校の児童募集

■募集人員・考査日程
新1年生：男女合計90人

出願期間　　　2005年9月5日（月）～9日（金）
考査日程　　　１次：女子　2005年10月8日（土）

男子　2005年10月9日（日）
２次：2005年10月15日（土）・16日（日）

合格発表　　　2005年10月18日（火）
新2年生：男女合計60人

出願期間　　　2005年12月5日（月）～9日（金）
考査日程　　　１次：2006年1月14日（土）

２次：2006年1月21日（土）
合格発表　　　2006年1月26日（木）

新3年生：男女合計60人
出願期間　　　2005年12月5日（月）～9日（金）
考査日程　　　１次：2006年1月15日（日）

２次：2006年1月22日（日）
合格発表　　　2006年1月26日（木）

※各学年とも２次考査まで予定しています。２次考査は、１次考査合格者のみが対象と
なります。

■学校案内・募集要項・入学願書の配布
同志社大学今出川キャンパスの正門および西門門衛所、京田辺キャンパスの正門門衛所
で配布しています。また、郵送をご希望の場合は、下記のいずれかの方法で、郵便番号、
住所、氏名、電話番号、希望学年（新１年生用、新２年生用、新３年生用）を明記の上、
お申込みください。学校案内・募集要項・入学願書を送付させていただきます。
送付料につきましては、申し訳ございませんがご負担いただきたく存じます。送付時に
明細を同封させていただきますので、折り返し金額分の郵便切手をお送りください。
１）FAXでのお申込み
同志社大学附属小学校設置準備室：075－251－3028

２）ハガキでのお申込み
〒802-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入
同志社大学附属小学校設置準備室

３）電子メールでのお申込み
同志社大学附属小学校設置準備室：ji-elejm@mail.doshisha.ac.jp

■入学考査料
20,000円

■学費等
入学金　　　　130,000円
授業料　　　　720,000円（年額）
教育充実費　　150,000円（年額）

※その他、給食費（年額約10万円）、教材費、修学旅行積立金、保護者会費などを予定
しています。
※また、制定品として、かばん、体操服などを予定しています。


